
 

 

 
 

                           

 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
年
）
、

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
小
田
原
北
条
氏
討

伐
に
功
績
の
あ
っ
た
徳
川
家
康
は
、

関
東
諸
国
に
領
地
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
三
浦
半
島
一
帯
も
徳

川
氏
の
支
配
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。 

 
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
年
）
三
月
、

豊
後
（
大
分
県
）
に
漂
着
し
た
リ
ー

フ
デ
号
は
、
二
年
前
に
オ
ラ
ン
ダ
の

港
を
出
航
し
た
時
に
い
た
百
十
名
の

乗
組
員
の
う
ち
生
存
者
は
二
十
四
名

と
い
う
苦
難
の
航
行
で
し
た
。
臼
杵

う

す

き

藩
の
領
主
・
太
田
一
吉
は
、
ア
ダ
ム

ズ
の
目
的
が
布
教
で
な
く
交
易
に
あ

る
と
知
り
、
豊
臣
氏
五
大
老
の
筆
頭

と
し
て
大
坂
城
に
い
た
徳
川
家
康
に

急
報
し
ま
し
た
。
リ
ー
フ
デ
号
が
堺

に
回
航
さ
れ
る
と
、
家
康
は
大
砲
や

鉄
砲
な
ど
の
西
洋
式
武
器
の
積
み
荷

に
強
い
関
心
を
示
す
と
と
も
に
、
ア

ダ
ム
ズ
の
持
つ
天
文
学
や
航
海
術
、

造
船
学
、
西
欧
事
情
の
知
識
に
好
奇

心
を
そ
そ
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ダ
ム
ズ

が
持
ち
込
ん
だ
大
砲
は
、
関
ヶ
原
の

合
戦
や
大
坂
の
陣
に
、
徳
川
方
の
戦

力
と
し
て
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 

ア
ダ
ム
ズ
の
来
日
は
、
本
来
、
水

先
案
内
人
で
あ
る
彼
の
一
生
に
大
き

な
影
響
を
も
た
ら
し
、「
青
い
目
の
サ

ム
ラ
イ
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
数
奇
な

人
生
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。 

慶
長
五
年
六
月
、
家
康
は
会
津
征

討
の
た
め
に
江
戸
へ
行
く
の
に
合
わ

せ
、
ア
ダ
ム
ズ
を
海
路
、
リ
ー
フ
デ

号
で
浦
賀
へ
入
港
さ
せ
、
浦
賀
か
ら

は
陸
路
で
江
戸
へ
向
か
わ
せ
ま
し
た
。 

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
年
）
江
戸

幕
府
の
初
代
将
軍
に
就
任
し
た
家
康

は
、
ア
ダ
ム
ズ
に
三
浦
按
針
の
名
を

与
え
、
外
交
顧
問
と
し
て
重
用
し
ま

し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
の

宣
教
師
に
よ
る
布
教
へ
の
警
戒
感
を

抱
く
幕
府
に
と
り
、
欧
州
事
情
に
明

る
い
彼
の
意
見
は
貴
重
な
も
の
だ
っ

た
の
で
す
。
ア
ダ
ム
ズ
は
日
本
橋
小

田
原
河
岸
（
の
ち
按
針
町
）
に
屋
敷

を
授
か
る
一
方
、
大
伝
馬
町
の
名
主

の
娘
を
娶め

と

り
ま
し
た
。 

慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
年
）
将
軍

職
を
退
い
た
家
康
は
、
将
軍
秀
忠
の

後
見
役
と
し
て
大
御
所
と
な
り
権
勢

を
振
い
ま
し
た
。
こ
の
年
、
ア
ダ
ム

ズ
は
逸
見
村
に
二
百
二
十
石
の
知
行

地
（
大
名
の
家
臣
に
与
え
ら
れ
た
土

地
）
を
与
え
ら
れ
、
妻
と
二
人
の
子

ど
も
を
住
ま
わ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
と

と
も
に
ア
ダ
ム
ズ
は
、
浦
賀
に
も
屋

敷
を
所
有
し
、
活
動
の
拠
点
に
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
屋
敷
は
「
同
村
山

ノ
手
に
按
針
屋
敷
と
云
フ
ア
リ
」

（「
浦
賀
志
録
」）と
い
う
記
述
か
ら
、

東
浦
賀
の
洲
崎
に
あ
る
専
福
寺
付
近

と
す
る
説
や
「
東
林
寺
坂
下
に
ア
ン

ジ
ン
ヤ
シ
キ
と
称
す
る
一
画
に
名
残

を
留
め
る
」（「
三
浦
郡
志
」）
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
慶
長
十
三

年
の
こ
ろ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
修
道

院
が
設
け
ら
れ
、
宣
教
師
た
ち
を
仲

介
と
し
た
貿
易
代
理
店
と
も
い
う
べ

き
外
交
上
重
要
な
施
設
と
し
て
も
活

用
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
場
所

は
、
東
浦
賀
の
東
林
寺
と
法
幢
寺
の

間
の
山
腹
辺
り
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。 

元
和
二
年
（
一
六
一
六
年
）、
家
康

の
死
と
と
も
に
、
将
軍
秀
忠
の
方
針

が
鎖
国
政
策
に
向
か
い
、
中
国
以
外

の
国
と
の
貿
易
は
長
崎
の
平
戸
に
限

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ア
ダ
ム
ズ

も
平
戸
行
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
と
と
も
に
浦
賀
湊
の
貿
易

港
と
し
て
の
役
割
も
終
焉
を
迎
え
、

ア
ダ
ム
ズ
の
屋
敷
や
修
道
院
は
撤
去

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
戸
で
失

意
の
う
ち
に
五
十
五
歳
の
生
涯
を
閉

じ
ま
し
た
。 

ア
ダ
ム
ズ
の
日
本
及
び
日
本
人
の

文
化
に
対
す
る
友
好
か
つ
寛
容
な
態

度
は
、
こ
れ
か
ら
も
永
く
語
り
継
が

れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
 

◇ 
 

◇  

◇ 
 

【
ア
ダ
ム
ズ
、
浦
賀
湊
関
連
の
略
年
譜
】 

１
５
６
４ 

９
月
・
イ
ギ
リ
ス
ケ
ン
ト
州
ジ 

 
 
 
 
 

リ
ン
ガ
ム
に
生
ま
れ
る 

１
５
９
８ 
６
月
・
オ
ラ
ン
ダ
ロ
ッ
テ
ル
ダ 

ム
を
出
航 

慶
長
五 

 

三
月
・
豊
後
に
漂
着
、
そ
の
後
、

（
一
六
〇
〇
） 

浦
賀
に
回
航 

 
 
 
 
 

九
月
・
関
ヶ
原
合
戦 

慶
長
一
三 

七
月
・
幕
府
、
浦
賀
湊
に
ル
ソ 

（
一
六
〇
八
） 

ン
商
船
に
対
す
る
狼
藉
を
禁
止 

 
 
 
 
 

す
る
高
札
を
た
て
る 

慶
長
一
三 

八
月
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
の
使
者
、 

（
一
六
〇
八
） 

浦
賀
へ
入
港
し
駿
河
の
家
康
に 

 
 
 
 
 

謁
見 

慶
長
十
四 

こ
の
こ
ろ
、
家
康
の
求
め
に
よ 

（
一
六
〇
九
） 

り
二
艘
の
船
を
建
造 

慶
長
十
五 

幕
府
、
前
年
上
総
に
漂
着
し
た 

（
一
六
一
〇
）
前
フ
ィ
リ
ピ
ン
総
督
ロ
ド
リ
ゴ 

 
 
 
 
 

に
国
書
を
託
し
て
浦
賀
よ
り
メ 

 
 
 
 
 

キ
シ
コ
へ
出
航 

 
 
 
 
 

商
人
田
中
勝
介
ら
日
本
人
も
同
乗 

 
 
 
 
 

（
船
は
ア
ダ
ム
ズ
が
建
造
し
た 

 
 
 
 
 

サ
ン
・
ヴ
ェ
ナ
ベ
ン
ツ
ー
ラ
号
） 

慶
長
十
六 

イ
ス
パ
ニ
ア
大
使
セ
バ
ス
チ
ャ
ン 

（
一
六
一
一
） 

・
ビ
ス
カ
イ
ノ
が
浦
賀
に
来
航 

 
 
 
 
 

し
、
駿
府
の
家
康
に
謁
見 

慶
長
十
八 

八
月
・
イ
ギ
リ
ス
船
ク
ロ
ウ
ヴ 

（
一
六
一
三
） 

号
司
令
官
セ
ー
リ
ス
、
浦
賀
に 

 
 
 
 
 

滞
在
し
逸
見
に
住
む
ア
ダ
ム
ズ 

 
 
 
 
 

の
妻
に
銀
製
の
杯
や
布
を
、
妻 

 
 
 
 
 

の
姉
妹
と
母
に
布
を
贈
る 

慶
長
一
九
～
二
〇 

大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣 

元
和
元 

 

ス
ペ
イ
ン
国
王
の
返
書
を
携
え 

（
一
六
一
五
） 

た
使
節
が
来
航 

元
和
二 

 

九
月
・
イ
ギ
リ
ス
商
館
長
コ
ッ 

（
一
六
一
六
） 

ク
ス
、
日
記
に
逸
見
の
様
子
を 

 
 
 
 
 

「
浦
賀
と
逸
見
の
往
復
は
馬
で 

 
 
 
 
 

行
わ
れ
、
住
民
た
ち
は
徒
歩
で 

 
 
 
 
 

付
き
添
っ
た
。」
と
記
述 

元
和
六 

 

四
月
・
五
十
五
歳
で
長
崎
平
戸 

（
一
六
二
〇
） 

に
て
病
死 

（
芳
賀
久
雄
） 
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三
浦
按
針
と
鎖
国
前
夜
の
浦
賀
湊 

「
青
い
目
の
サ
ム
ラ
イ
」
と
呼
ば
れ
た
三
浦
按
針
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ

ム
ズ
）
は
、
造
船
学
・
天
文
学
・
航
海
術
な
ど
の
幅
広
い
知
識
を
買
わ
れ

て
徳
川
家
康
の
外
交
顧
問
と
し
て
活
躍
し
た
。 

 

 

令和３年（2021 年）10 月 1日 

第 67 号 

 Email:uragabunka@yahoo.co.jp 

♦♦♦ 中島三郎助生誕200年おめでとう！ ♦♦♦ 

★
参
考
資
料 

 

・
続
・
横
須
賀
人
物
往
来 

 
 
 
 

 

（
公
財
）
横
須
賀
市
生
涯
学
習
財
団 

・
新
横
須
賀
市
史
（
通
史
編
近
世
）
横
須
賀
市 

・
三
浦
半
島
の
史
跡
み
ち
（
鈴
木
か
ほ
る
著
） 

か
ま
く
ら
春
秋
社 

 

アダムズの胸像 



 

 

笑 話 一 題
 

 

 

●
浦
賀
の
問
屋
● 

 

江
戸
時
代
の
浦
賀
町
に
は
三
〇
〇
軒
も

の
商
家
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
商
人
た

ち
は
、
干
鰯
問
屋
・
廻
船
問
屋
・
水
揚
商

人
・
附
船
小
宿
・
穀
宿
・
会
所
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん

こ
こ
に
現
在
の
商
店
で
あ
る
小
売
業
も
含

ま
れ
て
い
る
。 

今
回
は
、
浦
賀
独
特
の
存
在
で
あ
っ
た

「
廻
船
問
屋
」
の
こ
と
を
お
話
し
ま
し
ょ

う
。 浦

賀
の
「
廻
船
問
屋
」
は
、
通
常
の
歴

史
用
語
辞
典
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
「
廻

船
問
屋
」
で
は
な
く
、
浦
賀
奉
行
所
の
重

要
な
業
務
で
あ
っ
た
「
船
改
め
」
と
い
う
、

江
戸
へ
出
入
り
す
る
す
べ
て
の
船
の
荷
物

と
乗
組
員
の
検
査
を
す
る
船
番
所
の
実
務

を
行
っ
た
問
屋
の
こ
と
を
指
し
た
。
町
人

で
あ
っ
た
廻
船
問
屋
も
、
こ
の
業
務
に
着

い
た
時
に
は
足
軽
役
で
あ
っ
た
の
で
、
名

字
を
名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。 

奉
行
所
が
伊
豆
・
下
田
か
ら
移
転
し
て

き
た
時
に
、
下
田
時
代
に
同
様
の
業
務
に

つ
い
て
い
た
廻
船
問
屋
六
三
軒
が
幕
府
の

許
可
を
も
ら
っ
て
浦
賀
へ
移
っ
て
き
た
。

こ
の
問
屋
た
ち
を「
下
田
問
屋
」
と
い
い
、

新
た
に
西
浦
賀
か
ら
二
二
軒
、
東
浦
賀
か

ら
は
二
〇
軒(

東
浦
賀
は
す
べ
て
干
鰯
問

屋
が
兼
業)

が
加
わ
り
、全
部
で
一
〇
五
軒

と
な
っ
た
。
東
西
浦
賀
と
下
田
問
屋
を
総

称
し
て
「
三
方
問
屋
」
と
呼
ば
れ
た
。 

下
田
問
屋
の
六
三
軒
は
す
べ
て
奉
行
所

と
と
も
に
浦
賀
へ
転
居
し
て
き
た
の
で
は

な
く
、
浦
賀
で
の
業
務
継
続
権
利
を
と
っ

た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
事
実
、
西
浦

賀
の
住
居
も
仮
住
ま
い
で
、
村
役
銭
も
七

軒
分
し
か
負
担
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
浦
賀
の
廻
船
問
屋
は
、
初
代
奉

行
・
堀
利
喬
の
「
三
年
を
経
た
ら
下
田
問

屋
は
退
去
さ
せ
る
」と
い
う
言
葉
を
盾
に
、

下
田
問
屋
の
追
い
出
し
を
図
っ
た
が
、
堀

奉
行
の
発
言
の
真
偽
が
わ
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
の
ま
ま
、「
船
改
め
」
が
廃
止
さ
れ

る
ま
で
続
い
た
。 

で
は
、
ど
の
よ
う
に
「
船
改
め
」
は
行

わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
入
津
し
て

く
る
廻
船
は
そ
れ
ぞ
れ
に
問
屋
が
決
ま
っ

て
い
た
。
例
え
ば
Ａ
廻
船
は
下
田
問
屋
の

「
イ
」
、
Ｂ
廻
船
は
東
浦
賀
の
「
ロ
」
と
い

う
具
合
で
あ
っ
た
。
問
屋
の
収
入
は
、

「
問
料

と
い
り
ょ
う

」
と
呼
ば
れ
た
乗
組
員
数×

銀
一

匁
八
分(

時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
た)

で
あ

り
、
こ
う
な
る
と
こ
の
業
務
が
長
い
下
田

問
屋
が
有
利
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
時
代
と

と
も
に
様
相
が
変
化
す
る
。 

問
屋
た
ち
は
、
廻
船
の
乗
組
員
と
入
港

回
数
を
か
け
た
指
数
で
上
順
・
中
順
・
下

順
・
次
下
順
と
す
べ
て
の
廻
船
に
ラ
ン
ク

を
つ
け
て
、
受
け
持
ち
の
割
り
替
え
を
考

案
す
る
。
下
田
問
屋
は
こ
の
案
を
不
本
意

な
が
ら
受
け
入
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
船

の
老
朽
化
や
難
船
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た

か
ら
だ
。
ま
た
、東
西
浦
賀
の
問
屋
に
は
、

干
鰯
や
水
揚
商
品
の
流
通
販
売
の
収
入
が

あ
っ
た
が
、下
田
問
屋
の
多
く
は
「
問
料
」

以
外
の
収
入
源
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
情

も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
割
り
替
え
は

廻
船
側
に
選
択
権
が
な
く
、
問
屋
サ
イ
ド

の
了
見
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
長

年
に
わ
た
っ
て
築
い
て
き
た
信
頼
関
係(

裏

の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
含
め
て)

を
一
方
的

に
解
消
さ
せ
ら
れ
る
こ
の
や
り
方
に
納
得

が
い
か
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
が
続
い
た
。 

問
屋
と
廻
船
と
の
関
係
は
、「
船
改
め
」

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
問
屋
は
、
廻
船
が

浦
賀
で
停
泊
し
、
水
主

か

こ

と
呼
ば
れ
た
船
乗

り
た
ち
が
上
陸
し
た
時
に
宿
泊
す
る
「
船

宿
」で
あ
り
、身
元
保
障
人
で
も
あ
っ
た
。

故
に
、
船
宿
を
通
さ
ず
勝
手
に
上
陸
す
る

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
時
代
が

下
っ
て
く
る
と
船
頭
や
水
主
ら
が
自
費
で

仕
入
れ
た
荷
物
の
売
り
捌
き
所
の
斡
旋
な

ど
も
こ
の
船
宿
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
お
り
、

船
と
陸
を
結
ぶ
信
頼
関
係
が
一
層
深
い
も

の
に
な
っ
て
い
た
。 

そ
の
こ
と
は
、
天
保
時
代
の
株
仲
間
解

散
令
で
、
浦
賀
の
廻
船
問
屋
も
解
散
さ
せ

ら
れ
た
際
に
、
彼
ら
の
存
在
を
一
番
重
要

視
し
て
い
た
奉
行
所
に
よ
り
、
す
ぐ
さ
ま

名
称
を
「
船
宿
」
に
変
え
て
そ
の
ま
ま
業

務
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

こ
の
船
宿
が
廻
船
問
屋
の
も
う
一
つ
の
顔

で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。 
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十
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浦賀文化のバックナンバーがご覧いただけます

（http://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/2490/uragabunka/） 

～展示室よりお知らせ～ 

不
要
な
外
出
を
し
な
い
こ
と
が
、
今
で

は
当
た
り
前
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、

外
出
と
い
え
ば
、
も
っ
ぱ
ら
散
歩
に
行
く

こ
と
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。 

６
月
の
中
旬
、
海
辺
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

を
歩
い
て
い
た
時
に
、
カ
モ
の
親
子
が
揃

っ
て
ス
イ
ス
イ
と
泳
い
で
い
る
光
景
に
出

会
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
見

る
カ
ル
ガ
モ
と
は
種
類
は
違
う
と
思
う
が
、

海
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
わ
な
か

っ
た
。
画
面
越
し
に
見
る
、
春
か
ら
夏
に

か
け
て
子
ど
も
の
成
長
に
伴
っ
て
よ
り
適

し
た
住
み
家
を
求
め
て
引
っ
越
し
を
す
る

親
子
の
様
子
は
、
一
種
の
ド
ラ
マ
の
様
で

あ
る
。
浦
賀
の
こ
の
親
子
は
た
ぶ
ん
、
新

天
地
へ
向
か
う
途
中
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、

そ
れ
と
も
道
に
迷
っ
た
の
カ
モ
？
何
て
考

え
な
が
ら
微
笑
ま
し
い
光
景
に
し
ば
ら
く

足
が
止
ま
っ
た
。 

も
ち
ろ
ん
！
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
で

し
た
。
今
思
え
ば
、
あ
の
後
追
い
か
け
て

ど
こ
ま
で
行
く
の
か
見
届
け
れ
ば
良
か
っ

た
と
後
悔
し
て
い
る
。 

来
年
も
同
じ
こ
ろ
に
ま
た
出
会
う
こ
と

が
あ
れ
ば
、
珍
道
中
に
付
き
合
っ
て
み
た

い
な
と
思
っ
て
い
る
。 
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船番所の模型を 
リニューアル中 
です。完成まで
あともう少し！ 
お楽しみに!(^^)! 

奉
行
所
ス
カ
リ
ン 


